
「第６０回技能五輪全国大会」出場者 

※トヨタ自動車株式会社に所属する出場者のうち、金賞受賞者のみ訪問 

氏名 競技職種 年齢 成績 勤務先所属部署 

平松遼馬  

(ひらまつ りょうま) 
フライス盤 19 金賞 

モビリティ 

ツーリング部 

植田創一朗  

(うえだ そういちろう) 
試作モデル製作 18 金賞 素形材技術部 

小石嵩陽  

(こいし たかや) 
自動車板金 19 金賞 開発試作部 

星野悠音  

(ほしの ゆうと) 
車体塗装 20 金賞 デザイン統括部 

水野公貴  

(みずの こうき) 

IT ネットワーク 

システム管理 
21 金賞 車両製造技術開発部 

開 催 日 ： 令和４年１１月４日（金）～７日（月） 

開 催 地 ： 千葉県千葉市など国内１３会場 

参加者数 ： １,０１４人 

競技職種 ： ４１職種 

目   的 ： 青年技術者に努力目標を与え、日頃の鍛錬の成果を競い合うことで、若年層の技

術の向上を図るとともに、広く国民に技能の重要性・必要性をアピールし、技能

尊重気運の醸成に資すること。 

参加資格 ： 令和４年１月１日現在、原則として満２３歳以下の者で、都道府県ごとに実施さ

れる技能五輪予選大会で優秀な成績を収めた者、又は優秀な技能を有すると認

められる者として都道府県職業能力開発協会等から推薦された者。 

 

「第４６回技能五輪国際大会」出場者（日本代表）  

※トヨタ自動車株式会社に所属する全出場者が訪問 

氏名 競技職目 年齢 成績 勤務先所属部署 

佐藤風輝  

(さとう ふうき) 

業務用 IT ソフトウェア・

ソリューションズ 
23 金賞 

プラント・環境 

技術部 

神谷健人  

(かみや けんと) 

IT ネットワーク 

システム管理 
22 金賞 

プラント・環境 

技術部 

清水宙  

(しみず ひろ) 
自動車板金 22 金賞 開発試作部 

水月理央  

(みずつき りお) 
試作モデル製作 22 銀賞 素形材技術部 

赤石燎汰  

(あかいし りょうた) 
電子機器組立て 23 敢闘賞 

自動運転・先進安全

開発部 

宮野光生  

（みやの こうき） 
車体塗装 21 ８位 デザイン統括部 

開 催 日 ： 令和４年９月～１１月 

      （日本での開催は令和４年１０月１５日（土）～１８日（火）） 

開 催 地 ： 京都府京都市を含む、世界１５か国 

参加者数 ： ５６人 ※日本代表選手のみ 

競技職種 ： ４８職種 



目  的 ： 参加各国における職業訓練の振興と青年技能者の国際交流、親善を図ること。 

参加資格 ： 殆どの職種において、国際大会が開催される前年の技能五輪全国大会において

選考され、参加資格（原則大会開催年に２２歳以下）を満たす成績優秀者が日

本代表として選出される。なお、技能五輪全国大会で実施されない一部の職種

については、各業界団体等が選考会や推薦等により選出。 

 

「第４２回全国障害者技能競技大会」出場者 

※トヨタループス株式会社に所属する全出場者が訪問 

氏名 競技職種 年齢 成績 勤務先所属部署 

松浦章太郎 

(まつうら しょうたろう) 

オフィス 

アシスタント 
27 銅賞 第１業務部  

鈴木満美 

 (すずき まみ) 
パソコンデータ入力 32 銅賞 名古屋事業所  

山本巧  

 (やまもと たくみ) 
ワード・プロセッサ 39 銅賞 管理部  

開 催 日 ： 令和４年１１月４日（金）～６日（日） 

開 催 地 ： 千葉県千葉市 

参加者数 ： ３６１人 

競技職種 ： ２５職種 

目  的 ： 障がい者が日ごろ培った技能を互いに競い合うことにより、その職業能力の向

上を図るとともに、企業や社会一般の人々が障がい者に対する理解と認識を深

め、その雇用の促進を図ること。 

参加資格 ： 令和４年４月 1 日現在、満１５歳以上で、原則都道府県大会で優秀な成績を収

め、都道府県知事の推薦を受けた者。 

 

「第１０回国際アビリンピック」出場予定者（日本代表） 

※トヨタループス株式会社所属 

※山本巧さんは「第４２回全国障害者技能競技大会」の出場者でもあります。 

氏名 競技職種 年齢 成績 勤務先所属部署 

山本巧  

(やまもと たくみ) 
ワード・プロセッサ 39 

３月実

施予定 
管理部  

小島未来 

(こじま みき) 
写真撮影 23 

３月実

施予定 
第 1 業務部  

開 催 日 ： 令和５年３月２３日（木）～２６日（日）予定 

        ※中止となった第１０回国際アビリンピック（ロシア大会）の代替大会 

として開催予定。 

開 催 地 ： フランス共和国メッス市 

参加者数 ： 開催国のフランス共和国より順次掲示 

競技職種 ： 開催国のフランス共和国より順次掲示 

目  的 ： 技能競技を通じて障がい者の職業能力の向上を図るとともに、事業主及び社会

一般の理解と認識を深め、さらに国際親善を図ること。国際障害者年を記念し

て、１９８１年に東京で第 1 回大会が開催され、以降、概ね４年に１回ごとに

開催。 

参加資格 ： 第３６回から第４０回の全国障害者技能競技大会の成績優秀者から、独立行政

法人高齢・障害・求職者雇用支援機構が、出場者を選出。 


